
 

 

 

川越中学校の美術部の作品は、現在の美術部員の作品も、今までの先輩たち
の作品もすべて川越中学校にいっぱい展示・掲示をしてくれています。すべての作
品が川越中学校の宝物だと思っています。学校という場所は、子どもたちの一生懸
命がいっぱい詰まった作品によって、学校があたたかくなります。そして、一人ひ
とりの心が優しくなります。今回の「学校だより第９号」では、美術部員の活躍と
その作品が川越中学校にどのように貢献してくれているのかを、今までの先輩たち
が残してくれた作品と共に紹介します！  

職員玄関に展示してある、『川越中学校とひまわり』

の大きな絵画作品は、川越中学校を表現した代表す

る大切な作品です。２０１７年度（今から６年前）の美

術部のみなさんが夏休みの製作作品として心を込め

て描いた作品です。川越中学校にお越しいただくみな

さんをあたたかく出迎えてくれています。 

 
美術部のみなさんが、１つの作品に「豊かな心と自分らしさ」をいっぱいに表現し、その表現した素晴
らしい作品を昨年度から川越中学校職員玄関と職員室前の廊下に展示をしています。（現在は、2 年生美術部員の
油絵作品です）。今の自分をいかんなく表現した素敵な作品ばかりです。川越中学校美術部のみなさんは、川越中
学校の体育祭・文化祭のテーマ横断幕作成にも継続して取り組んでくれています。今年度は新校舎建設工事にか
かわり、６月６日（木）が体育祭となるために、急ピッチでテーマ横断幕作成に全力で頑張ってくれています！ 

四 気 折 々 
川越町立川越中学校 
学校だより 第９号 
令和６年 ５月１０日 
部活動を通じた心づくり「美術部の

作品で心があたたかくなります！ 

令和６年度 「 川越中学校教育ビジョン 」 
『関わることを通して、人権が大切にされる「仲間づくり」』を柱として 
一人一人の子どもたちを大切にした５つの取り組みをすすめます。その一つ、 
川越中では「 心とからだの健康 」を大切にします。 
■  部活動や校外活動を通じた「 からだづくり 」と「 心づくり 」 
■  地域とともにある食育教育推進  ■  いのちの大切さを考える講演会 

■  心とからだに関わる教育相談   ■  読書活動の推進（図書室の利用） 



【 令和５年度 川越中学校体育祭・文化祭共通テーマ横断旗（美術部作成） 】 

今年度令和６年の川越中学校体育祭・文化祭共通テーマ横断旗は、現在、美術部員が全力作成中！ 
 
【 今までの美術部の先輩たちが残してくれた、「 共同制作作品 」の紹介 】 
① 現在の 1 年生・２年生の生徒玄関にある壁画 「 太陽と川中をイメージした作品 」 

 
② 現在の 1 年生・２年生の自転車置き場の壁画 
 「 川越町役場・あいあいホール・北小と水仙、つばめを題材として取り上げた作品 」 

③ の自転車置き場の壁画を作成した理由があります・・・ 
この自転車置き場の壁画が、暗い雰囲気の自転車置き場を明るくしてくれて、この自転車置き場

で「イタズラなどの嫌がらせが頻繁（ひんぱん）に起きてしまった2011年・2012年に、どうした
ら自転車置き場での問題がなくなるのかを考えた一つに、「川越中学校の子どもたち
の作品や子どもたちが描いた壁画を作成したり、展示・掲示することによって、川
越中学校の雰囲気を優しく、あたたかくしたいとい願いを込めて、当時の美術部の
部員と話し合い、このような自転車置き場の壁画や、生徒昇降口の壁画制作が決定
しました。このような素晴らしい壁画の完成とともに、自転車置き場のイタズラや
嫌がらせが、ほとんど無くなっていったのも事実です。この変化を、いま校長をし
ている田口が保健体育科の教員としてずっと近くで見てきました。 

やっぱり、学校という場所は、子どもたちの一生懸命がいっぱい詰まった作品によ

って、学校があたたかくなります。そして、一人ひとりの心が優しくなります。 
            

ちなみにこのイラストも 2011 年

に校⾧（田口）の友だち（社会福祉

士として勤務）に「子どもたちが、

学校が前向きになれるイメージで

描いて！」とお願いしたものです。 


